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農業委員会から
　農業者年金は、自分の老後のために、自分で積み
立てる年金です。将来のために加入した方のお声を
紹介いたします。

　平成26年11月４日㈫から14日㈮までの間、町営住宅等の入居者を募集いたします。公募の内容、入居資格
等につきましては、新聞折込、別海町ホームページ、別海町役場・各支所・東西公民館の掲示板をご覧いただく
か、次の連絡先までお問合せください。　 問合せ／住宅担当（内線3117・3118）

　教育委員 田中博行さんの任期満了に伴い、上田茂さん（西春別駅前）が新た
に教育委員に任命されました。上田さんの任期は、平成26年10月12日から平
成30年10月11日までの４年間です。

　問合せ／総務担当（内線3611）

　実家の酪農業を継ぎ、牛舎を新築して４年になります。牛
の数も順調にふえ、経営も安定してきました。
　両親が年金をもらう年齢に近づき、３年前に結婚した妻と
ふたりで、この春、農業者年金に加入しました。自分で額を
自由に決められ、自分のために積み立てができる年金だから
です。
　わたしたちの牧場はまだまだ発展途上で、飼養環境の向上
などの課題や、やりたいこともたくさんありますが、一歩ず
つ丁寧に進んでいきたいと考えています。自信をもって出荷
できる生乳をたくさん搾りたいです。

次の３つの要件を満たす方
①60歳未満　②年間60日以上農業従事　③国民年金１号被保険者

　問合せ／総務担当（内線1812）

町営住宅等入居者の募集について

地域包括支援センターから

中央公民館 東公民館
西春別
ふれあい
センター

11月 ６日㈭ 11日㈫ 18日㈫

12月 11日㈭ ９日㈫ 16日㈫

地域包括支援センターは高齢者の介護や生活の困りごとの総合相談窓口です
■問合せ／℡��79-5500（直通）　別海町役場１階福祉部内

いきいき元気あっぷ
健康体操教室日程

　高齢となっても健康寿命を延ばし地域でいきいきとし
た生活が送れることを目標として月1回、運動指導や健
康維持に関する教室を開いています。

※会場の都合や天候により予定を変更することがあります。

①65歳以上の方。体力、気力の低下が気になる方。
②健康寿命を延ばす活動をしてみたい方（64歳以下でも可）。
③介護認定を受けていない方。
※参加費は無料です。
※ 新規で参加希望の方は地域包括支援センターまでお申

込みください。
※ 健康チェックは行いませんので、体調に不安のある方は

事前に主治医への確認をお願いいたします。

9：45
～

11：30

参加
対象者

管理課から

安心で豊かな老後のため、
農業者年金に加入しましょう！

農業者年金加入条件

西春別　佐藤　悠さん・瑠依さん・新さん

学務課から

教育委員の新任について

上田　茂さん
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図書館から

■と　き：７日・21日・28日㈮
　　　　　午前11時から

■ところ：図書館「お話のコーナー」

■対　象：０歳～３歳程度

　＊ 図書館職員が赤ちゃん絵本の読み
聞かせや手あそびなどをします。

小さい子のお話の時間

問合せ／図書館
　TEL 75-2266・FAX 75-0506
　メール tosyo@betsukai.jp

＊月末休館日は、図書整理等のため休館させていただきます。
＊休館中の返却は玄関横の返却ポストをご利用ください。

３日・４日・10日から17日（蔵書点検）
23日・24日・27日（月末休館日）です。

１日・８日・15日・22日・23日・25日（月末休館日）
29日から31日です。

11月の休館日

12月の休館日

　図書館では、町内各地区で発行された記念誌や、学校、会社の
記念誌などを収集しています。
　地域で発行された資料は、年月の経過とともに町の様子を知る
貴重な資料となります。特に図書館開館以前の古い地域資料は、
発行されていても図書館に所蔵していないものが多数あると思わ
れます。
　地域資料や資料に関する情報をお持ちの方、研究されている方
は収集にご協力をお願いします。

（既に図書館で所蔵している資料も、副本として所蔵しますので
ご寄贈ください。）

地域資料の収集に
ご協力ください

休館日のお知らせ

郷土資料館から

12月の休館日　6～8日・20～23日・29～31日

11月の休館日　1日・2日・3日・10日・15日・16日・23日・24日・29日・30日

問合せ／郷土資料館　TEL・FAX 75-0802  メール kyoudo@betsukai.jp

郷土資料館だより

　10月12日(日)に本予告展示会開催に伴い、
郷土資料館にて子供向け、大人向けの講座を実
施しました。
　子供向けの講座は、「よーく見てみよう！ア
イヌ文様」北海道開拓記念館 出利葉浩司さん
より、普段近くで見ることの出来ないアイヌ民
族の衣服をじっくり観察し、ふれたりすること
により、その制作方法を学ぶことができました。
　大人向けの講座は、「アイヌ語と口承文芸の
世界  ―北海道東部を中心に―」北海道立アイ
ヌ民族文化研究センター 田村雅史さんより、
アイヌ語方言や当館所蔵資料の加賀家文書の中

に残されている口承文芸などについてのお話がありました。
　両講座とも参加者からの質問が多くあり、アイヌ民族について、理解を深めることが出来た講座となりました。

北海道博物館リニューアル予告展示会
関連講座を開催しました
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開
催
の
お
知
ら
せ

　

根
室
管
内
４
町
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
で
は
、
事
業
主
の
方
を
対

象
に
、
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
等

に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■�

開
催
日
時　

平
成
26
年
11
月
13

日
㈭　

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

■�

開
催
場
所　

中
標
津
経
済
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ
（
な
か
ま
っ
ぷ
）

■
内
容

　

�

第
一
部　
『
雇
用
を
取
り
巻
く

労
働
者
の
現
状
と
通
年
雇
用
へ

の
支
援
制
度
に
つ
い
て
』

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
㈱
講
師

　
　

八
木
森　

敏
男 

氏

　

�

第
二
部　
『
労
働
災
害
事
故
の

防
止
対
策
に
つ
い
て
』

　

㈱
北
友
商
会　

社
長

　
　

竹
内　

和
幸 

氏

■�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

根
室
管

内
４
町
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

　

ＴＥＬ
０
１
５
３
─
72
─
６
７
８
９

※ 

参
加
無
料
で
す
の
で
、
事
業
主

様
、
人
事
・
労
務
担
当
者
の
方

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

道
立
高
等
技
術
専
門
学
院
・

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

難
視
対
策
の
終
了
に
つ
い
て

　

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
衛
星
放
送

と
各
種
支
援
制
度
が
平
成
27
年
３

月
で
終
了
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
衛
星
放
送

を
視
聴
し
て
い
る
方
は
、
平
成
27

年
４
月
以
降
に
地
デ
ジ
放
送
が
視

聴
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
地
デ
ジ
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
応
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
０
５
７
０
─
07
─
０
１
０
１

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」で
す
!!

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
の

お
一
人
お
一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
』
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11

（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金

受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
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相
続
、
土
地
建
物
、
金
銭
貸

借
、
交
通
事
故
な
ど
家
事
及
び

民
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

■
相
談
料　

無
料

■
主
催　

釧
路
調
停
協
会

■�

後
援　

釧
路
地
方
裁
判
所
及
び

釧
路
家
庭
裁
判
所

■
問
合
せ

　

釧
路
市
柏
木
町
４
番
地
の
７
号

　

釧
路
簡
易
裁
判
所
内

　

釧
路
調
停
協
会
事
務
局

　

ＴＥＬ
０
１
５
４
─
41
─
４
１
７
１

　
（
内
線
１
１
１
番
）

特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
相
談
無
料
、
予
約
不
要
）

■
日
時　

12
月
７
日
㈰

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

■
場
所　

別
海
町
中
央
公
民
館

　
（
サ
ー
ク
ル
活
動
室
）

■
問
合
せ

　

根
室
市
弥
栄
町
１
丁
目
18
番
地

　

釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

　

ＴＥＬ
０
１
５
３
─
23
─
４
８
７
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、「
全
国
一

斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
』
強
化
週
間
」
の
間
、
専
用
相

談
電
話
の
受
付
時
間
を
延
長
い
た

し
ま
す
。

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

ＴＥＬ
０
５
７
０
─
０
７
０
─
８
１
０

■
実
施
期
間

　

11
月
17
日
㈪
か
ら
11
月
23
日
㈰

　

 

月
～
金　

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

　

 

土
・
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

■
相
談
担
当
者

　

 

釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所

属
の
人
権
擁
護
委
員
及
び
釧
路

地
方
法
務
局
職
員

■
主
催

　

 

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会

■
実
施
機
関

　

 

釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及

び
釧
路
地
方
法
務
局

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
釧

路
年
金
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先　

釧
路
年
金
事
務
所

　

ＴＥＬ
０
１
５
４
─
24
─
７
８
８
９

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.nen

　

 kin.go.jp/n/w
w

w
/index.

htm
l

無
料
調
停
相
談
会

　

釧
路
調
停
協
会
で
は
、
平
成
26

年
度
の
無
料
調
停
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
調
停

で
解
決
で
き
る
手
続
き
の
相
談
に

無
料
、
秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
４
日
㈫

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

釧
路
市
役
所
１
階
ロ
ビ

ー
（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　

釧
路
市
黒
金
町
７
─
５

■�

相
談
担
当　

調
停
委
員
（
釧
路

調
停
協
会
所
属
）

■�

相
談
内
容　

夫
婦
関
係
、
遺
産
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職
業
訓
練
受
講
生
募
集

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

　

１
月
受
講
生
募
集

　
 

簿
記
、
給
与
、
社
会
保
険
、
ワ

ー
プ
ロ
・
表
計
算
演
習

■
募
集
人
員　

1₅
名

■
選
考
日　

12
月
11
日
㈭

■�

訓
練
期
間　

１
月
５
日
㈪
か
ら

６
月
30
日
㈫
ま
で

■
費
用　

教
科
書
代

　

１
５
，０
０
０
円
程
度

■�

受
講
申
込
受
付
期
間

　

 

11
月
７
日
㈮
か
ら
12
月
５
日
㈮

ま
で

■
申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路

　

℡  
０
１
５
４
─
41
─
１
２
０
１

■�

実
施
場
所　

釧
路
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
釧
路
）

　

〒
０
８
４
─
０
９
１
５

　

釧
路
市
大
楽
毛
南
４
丁
目
５
─
₅7

　

℡  
０
１
５
４
─
₅7
─
５
９
３
８

　

FAX
０
１
５
４
─
₅7
─
８
１
３
０

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
！

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　

労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業

員
の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■�

問
合
せ
先　

厚
生
労
働
省
北
海

道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
課

　

℡  
０
１
１
─
７
０
９
─
２
３
１
１

　

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

℡  
０
１
５
４
─
42
─
９
７
１
１

ワ
ン
コ
イ
ン
・
パ
ソ
コ
ン

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
で
は
、
左

記
の
と
お
り
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
新

コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
受
付
窓
口
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　

毎
週　

水
曜
日
、
金
曜
日

（
平
成
26
年
11
月
か
ら
12
月
）

　

①
午
前
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

　

②
午
後
２
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

■�

場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館　

多
目
的
研
修
室

■
コ
ー
ス　

年
賀
状
を
作
ろ
う

　
（
利
用
ソ
フ
ト
「
筆
ま
め
」）

■
定
員　

５
名　

■
受
講
料　

５
０
０
円　

※ 

ソ
フ
ト
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
受
付
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

に
て
、
希
望
日
前
日
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
窓
口

　

℡  
０
１
５
３
─
7₅
─
１
１
９
１

「
北
方
領
土
を
語
る
町
民
の
集
い
」

語
り
部
変
更
の
お
知
ら
せ

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
町
民

の
集
い
（
11
月
８
日
午
後
３
時
か

ら
５
時
ま
で　

ぷ
ら
と
）
の
語
り

部
を
都
合
に
よ
り
変
更
し
ま
し
た
。

柏
原　

榮
氏
（
水
晶
島
出
身
）

■
問
合
せ　

千
島
連
盟
別
海
町
支
部

　

℡  
０
１
５
３
─
7₅
─
２
１
４
８

町
立
公
園
閉
園
の
お
知
ら
せ

　

鉄
道
記
念
館
以
外
の
公
園
は
10

月
末
日
を
も
っ
て
閉
園
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

■�

問
合
せ　

水
産
み
ど
り
課

　

み
ど
り
担
当
（
内
１
５
１
２
）

　

高
等
技
術
専
門
学
院
は
も
の
づ

く
り
関
連
科
目
の
技
能
・
技
術
を

学
び
、
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

は
障
害
の
態
様
に
応
じ
て
就
労
に

必
要
な
技
能
・
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

訓
練
科
目
や
定
員
な
ど
の
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
各
地
域
に
あ
る
高
等
技

術
専
門
学
院
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間
・
試
験
日

※ 

平
成
27
年
度
募
集
で
は
、全
道
の
自

動
車
整
備
科
で「
学
び
直
し
若
年
者

自
己
推
薦
」を
実
施
し
ま
す
。詳
細

に
つ
い
て
は
、各
地
域
に
あ
る
高
等

技
術
専
門
学
院
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

受 付 期 間 試　験　日

高等技術
専門学院

普通
課程

推
薦
選
考

学校長推薦
平成26年

11月1日㈯から
11月15日㈯

平成26年
11月20日㈭

学び直し若年者
自己推薦

（自動車整備科）

一般選考

平成26年
11月16日㈰から

12月5日㈮

平成26年
12月10日㈬

障害者職業
能力開発校

短期
課程

平成26年
11月1日㈯から
11月20日㈭

平成26年
12月1日㈪

12：00 開会の挨拶 
語りの部 12：05～14：25

音楽の部 14：40～15：50 

 

 
 

お問い合わせ

野付半島ネイチャークラブ事務局（野付半島ネイチャーセンター内） 
TEL：0153-82-1270  FAX：0153-82-1296
E-mail： notsukenc@aurens.or.jp 
ホームページ： http://notsuke.jp/ 

ラムサール条約登録９周年記念

日時：平成26年11月９日（日）
　　　　12：00～15：50 
会場：野付半島ネイチャーセンター２階 
参加費：200円（飲みもの、資料代として）

12：05～
 「トドワラと日本の埋没林」 鈴木三男（東北大学名誉教授） 
13：10～
 「知床のシカ事情～これまでの対策と現状～」 白柳正隆（知床財団） 
14：10～
 「のつけ学」発表　野付小学校児童

14：40～
　「アイヌ民族楽器」　kapiw＆appapo 
15：10～
　「サンドアート」　村西なおみ 
15：25～
　「野付半島の詩」ほか　ニナ・マルカ

15：45　閉会の挨拶

野付半島ネイチャークラブ事務局（野付半島ネイチャーセンター内） 
TEL：0153-82-1270　　FAX：0153-82-1296
E-mail： notsukenc@aurens.or.jp
ホームページ：http://notsuke.jp/ 

主催：野付半島ネイチャーセンター、別海町観光開発公社、
　　　野付半島ネイチャークラブ

この行事は一部、伊藤園の寄付金を受け開催いたします。 
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